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・開会あいさつ　中川 雄一郎　　・協同総合研究所25年の歴史から　岡安 喜三郎

・記念鼎談「自然観・社会観・人間観に新しい地平を築く」
　加藤 彰彦 × 丹羽 健司 × 永戸 祐三　コメント　石田 正昭

・「協同労働の協同組合の未来展望」３研究会を受けてのコメント　古村 伸宏

・閉会あいさつ　岡村 信秀

◎協同総合研究所に関わって
　石見 尚/大高 研道/梶 慶一郎/管 剛文/菊地 謙/久保 ゆりえ/島田 圭一郎/田嶋 康利/

　田中 夏子/富沢 賢治/橋本 吉広/走井 洋一/古谷 直道/松本 典子

◎協同総研25年の歴史から　協同を問うた25年。協同を展望する人間が溢れる未来へ
　 –誰もが「協同」をテーマに研究できるプラットフォームであり続けること– 　相良 孝雄

◎協同総研25周年資料
　役員体制/協同の發見誌特集一覧/仕事の発見誌特集一覧/写真で振り返る協同総研25年/メッセージのご紹介

■協同の広場
◎「協同」の「何」を「いかにして」次世代の若者に伝え、つなげていくのか
　〜母親の目線から、「インターンシップ in 協同組合」の意義を考える〜　片畑 智子

■ワーカーズコープで働く若手リーダー紹介（10回目）
　協同労働で働いてみて–大切にしていること–　橋本 篤
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　協同の發見誌289号（2016年12月号）の『協同総合研究所25周年①論考編－協同と労働の過
去・現在・未来』に続き、本号では②資料編として、研究所の未来を描くために、協同総研25
年間の学びや出来事を資料や集会から振り返ることを主目的に記念誌を作成しました。
　特集内容の中心としては、12月３日に開催した「協同総合研究所25周年記念集会」（92名参加、
日本労協連会議室開催）になり、そこで話した内容をもとに掲載しています。記念集会のなかの
特に「記念鼎談　『自然観・社会観・人間観に新しい地平を築く』」では、1960年代〜70年代に
共同体を訪ね、地域で活動をしている加藤彰彦さん、丹羽健司さんの経験を含めて、新しい共同
体を都市や農山村地域でつくるためのあり方を存分に語っていただきました。また鼎談コメント
の石田正昭さんからは、協同組合の視点から「働くこと」をベースに、立場を超えて語り合える
公共圏づくりの提案は、協同労働や協同組合に引き付けて考える意味で、大変貴重な意見であっ
たと思います。
　また記念集会後、協同総研に関わっている14名の方々から協同総研25年を迎えたコメントを
ご寄稿いただきました。研究者の視点、事務局の視点、実践者の視点、若手の視点から、25年
の歴史や想い出、今後の研究所の課題や展望を書いていただきました。編集した者として、研究
所の25年間は、多くの方とともに歩んできたことを感じました。
　特集外にはなりますが、協同の広場で「インターンシップ in 協同組合」を掲載しています。
大学生が「協同すること」と出会う場や考えるきっかけをつくっていくことは、研究所が「協同」
の研究・交流のプラットフォームになり続けることと合致するものであり、本号特集とともに紹
介したいと考え、掲載することにしました。タイトなスケジュールのなか、ご寄稿いただいた片
畑智子さんには感謝申し上げます。
　289号と本号を１つのものとして見ていただき、協同総研の25年の歩みとともに、今後の協
同総研の展望、もっと広く言えば「協同」の研究・実践の問いと意味を深める節目の号として会
員のみなさんと共有し、研究所がさらなる飛躍と変革をとげる契機として、本号を位置づけたい
と考えております。 （協同総合研究所　事務局長　相良孝雄）

特集

協同総合研究所25周年記念号作成にあたり
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3     2017.3

特集　協同総合研究所25周年②　資料編　―協同と労働の過去・現在・未来―

 
 

2016年 12月 3日 
発信文書 

協同総合研究所 25周年記念集会 タイムテーブル 

一般社団法人 協同総合研究所 
 

2016年 12月 3日（土） 

13:00～17:00 
第 1部 協同総研 25周年記念集会 

司会 相良 孝雄 
13:00～13:20 25年間の協同総研の軌跡（映像資料） 
13:20～13:30 開会あいさつ 中川 雄一郎 副理事長より 
13:30～13:50 「協同総合研究所 25年の歴史から」岡安 喜三郎 理事長 
13:50～14:00 休憩 
14:00～15:20 記念鼎談 

「自然観・社会観・人間観に新しい地平を築く」 
加藤 彰彦（沖縄大学名誉教授）×丹羽 健司（山里考房主宰）×永戸 祐三（日本労

協連理事長） 
コメント 石田 正昭（日本協同組合学会会長） 

15:20～15:30 休憩 
15:30～16:50「協同労働の協同組合の未来展望」 
 ◇問題提起（3座長から） 
「協同組合の源流を問う（岡安喜三郎座長）」「協同労働という働き方（島村博座長）」 
「よい仕事と社会連帯経営」（永戸祐三座長） 
コメント 労協連古村専務より 

  質疑応答 
16:50～17:00 まとめ 岡村信秀副理事長から 
記念撮影 
 
17:00～20:00(フリースペースで) 
第 2部 シンポシオン 
美味しいものを食べ、お酒や飲みながら、語り合いたいと思います 

 
皆さん、お疲れ様でした。 
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中川 雄一郎 副理事長
開会あいさつ

岡安 喜三郎 理事長
協同総合研究所

25年の歴史から報告

写真で見る協同総研25周年記念集会の様子

第１部　協同総研25周年記念集会

〈記念鼎談〉
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協同労働という働き方研究会
（島村 博 座長）

よい仕事と社会連帯経営研究会
（永戸 祐三 座長）

労協連古村専務コメント

岡村信秀副理事長
閉会あいさつ

25周年記念集会司会
（相良孝雄）

協同組合の源流を問う研究会
（岡安 喜三郎 座長）

〈３研究会報告〉
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かんぱい！！

〈 交流の場、 
思い出を語る場に〉

第２部　シンポシオン
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一本締め シンポシオン進行
（上平泰博）



協同総合研究所は、労働者､ 市民が自らの力で自律的に仕事と生活の
豊かさを求める活動を支援するシンクタンクです。わが国にも「大量
失業の時代」が到来する中で、労働者、市民が自主的に仕事おこしを
する労働者協同組合（ワーカーズコープ）への注目が増しています。
研究所は、わが国唯一の「労働者協同組合」に関する専門研究機関です。

研究活動をネットワークし、蓄積された情報を資源
として支援する「協同の發見」を会員のみなさま
に毎月お届けいたします。


